

















The Decision Making Processes of Service Businesses  
Entering Emerging Markets  




 2.1 先行研究との関連 
 2.2 調査設計 
3. 新興国進出に関する意思決定 
 3.1 進出の経緯・理由 











ンドも 4 分の 1 以上の企業が進出先候補と考えていることがわかる。 
















































 近年は、Contractor and Kundu（1998），Hill, Hwang, and Kim（1990）等、























































 2.2 調査設計 
 サービス企業による新興国進出の経緯と意思決定プロセスを理解するため、図
表 1 に示すヒアリング調査を実施した。対象は、インドあるいはベトナムにサー






択肢（3 段階ないし 4 段階のスケール）によって尋ねる。具体的なヒアリング項
目の詳細を図表 2 に記す。 
 
図表 1 ヒアリング調査の概要：対象企業 
      
 〈実施時期〉 2016 年 2 月 22 日～2016 年 5 月 2 日  
      
 〈実施方法〉 訪問によるインタビュー（1～1.5 時間）  
      
 〈対象企業：ベトナム進出企業：5 社〉  
   業種 事業形態 ヒアリング協力者  
 A 社  コンビニ FC・現法 執行役員 海外事業本部長  
 B 社  菓子の製造・販売 FC 展開 グローバルビジネスディベロップメント部長  
 C 社  スポーツジム 現法・合弁→独資 執行役員 海外営業部長  
 D 社  ホテル 合弁・直接業務委託 海外開発営業部リーダー  
 E 社  学習塾 現法・独資 取締役 R&D 事業部担当  
      
 〈対象企業：インド進出企業：6 社〉  
   業種 事業形態 ヒアリング協力者  
 F 社  学習塾 FC・独資 広報部広報チームリーダー  
 G 社  ホテル・レンタカー 合弁 代表取締役 現法代表兼務  
 H 社  学習塾 現地法人・独資 海外事業室長現法代表兼務  
 I 社  衣料品販売 合弁 国際本部営業部営業二課長  
 J 社  運輸・物流 現法・独資 グローバル事業戦略担当マネジャー  
 K 社  種苗開発・販売 現法・独資 広報宣伝部 広報宣伝課  











択。上記 3 点につき、それぞれ意思決定前（FS 段階）、意思決定後（詳細事業計画段階）
について尋ねた。 
 1. 外資規制・税制・特区（その他外資に対する制限や優遇策） 
 2. 初期投資の規模とそのための資金確保 
 3. 許認可等に伴う行政手続きの煩雑さ 
 4. 現地の商習慣 
 5. 現地の提携パートナーの可能性 
 6. 現地法人の組織形態と組織編成の可能性 
 7. 電力・道路整備等のインフラ状況 
 8. 土地確保の困難さ 
 9. 労働力確保 
 10. 労働力の柔軟性（解雇規制・パートタイム労働規制等） 
 11. 物流網・物流手段の確保（調達物流・出荷物流） 
 12. 自社商品・サービスに対するターゲット顧客の嗜好性 
 13. ターゲット顧客の自社商品価格に対する反応 
 14. 店舗展開（立地）・サービス拠点の最適な選択  
 15. サービスのオンライン展開（ネット・ビジネス）の可能性 
 16. 広告宣伝・ブランド構築 
 17. 現地スタッフの教育・訓練 
 18. 日本から派遣する人材の選定 
 19. 日本から派遣した人材の現地適応 
 20. 地場企業との競合 
 21. 他の日系企業との競合 
 22. 外資系企業（欧米系・韓国系等）との競合 
 23. 競合に関連し、自社の差別化要因（強み） 
 24. その他（あれば） 
〈選択肢との対応関係〉 
「重要性の認識」（4 段階） 「把握・理解の困難性」（3 段階） 「調査の実施状況」（3 段階） 
 1：全く意識しなかった  1：容易にわかる  1：調査せず 
 2：あまり意識しなかった  2：調査次第でわかる  2：簡易調査を実施 
 3：やや意識した  3：把握は困難  3：入念に調査実施 




 3.1 進出の経緯・理由 





















 (c) フランチャイジング（2010 年～） 
 
C 社：スポーツジム 






 (c) 現地法人：地場企業との合弁（2013 年～）、現地法人：独資（2014 年～） 
 
D 社：ホテル 










 (c) 現地法人：地場企業との合弁（2014 年～） 
 
E 社：学習塾 















 (c) 現地法人：独資（展開はフランチャイジング）（2004 年～） 
 
G 社：ホテル・レンタルオフィス・レンタカーなど 








 (c) 現地法人：地場企業との合弁・フランチャイジング併用（2008 年～） 
 
H 社：学習塾 
 (a) 「海外での教育サービス展開と社会貢献」とのトップの思い 








 (c) 現地法人：地場企業との合弁（2015 年～） 
 
I 社：衣料品販売 









 (c) 現地法人：地場企業との合弁（2013 年～） 
 
J 社：運輸・物流 






 (c) 現地法人：独資・オペレーションは現地代理店を活用（2008 年～） 
 
K 社：種苗開発・販売 


















































をみる。「重要性の認識（図表 3）」は「1. 全く意識（重視）しなかった」「2. あ
まり意識（重視）しなかった」「3. やや意識（重視）した」「4. 非常に意識（重視）
した」の 4 段階、「理解・把握の困難性に関する認識（図表 4）」は「1. 理解・把
握は容易」「2. 調査次第で把握可能」「3. 調査しても把握は困難」の 3 段階、「調




（FS 段階）、意思決定後（詳細事業計画等の段階）の 2 つの異なるステージに関














































































図表 3(b) 意識した程度（重要性の認識）：インド 
  

























































































図表 4(b) 理解・把握の困難性に関する認識：インド 
  

























































































図表 5(b) 調査の実施状況：インド 
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